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１．研究計画の概要 
(1)奈良県および沖縄県の全精神障害者施設
において、施設コンフリクトの実態に関する
定量調査を実施する。（全国調査のプレ調査
として位置づける） 
(2)全国の精神障害者施設を対象に、施設コン
フリクトの実態に関する定量調査を実施す
る。 
(3)アンケート調査結果より、施設コンフリク
トが発生した複数個所の施設において、フィ
ールドワークを実施する。施設コンフリクト
発生から合意形成に至るプロセスを明らか
にし、合意形成に必要となる要因に関し分析
を行う。 
(4)住民を対象に生活環境に関する定量調査
を実施し、施設コンフリクトの発生した地域
の環境を明らかにする。 
  
２．研究の進捗状況 
(1)2008 年度に奈良県および沖縄県の全精神
障害者施設での定量調査を実施した。奈良県
では精神障害者を理由とした施設への反対
運動等が多くの施設・地域で発生しているこ
とがわかった。一方、沖縄県では、精神障害
者施設を理由とした反対運動は 1ヶ所のみで
発生しており、その他は近隣住民同士の生活
マナーに対する苦情（ごみの出し方、喫煙の
仕方）であることがわかった。 
(2)2009 年度は全国調査実施に向けての調査
計画立案および準備を行った。2010 年度は、
全国精神障害者地域生活支援協議会（以下、
ami）の協力の下、ami に加入している全施
設・事業所を対象に、定量調査を実施した。
その結果、2000 年以降も 26 箇所の施設で施
設コンフリクトが発生していることが明ら
かになった。 

(3)2008 年度から現在まで、定量調査と並行
して、施設コンフリクトが発生した 3 箇所の
施設および地域（高知県高知市、山口県岩国
市、沖縄県うるま市）にて、フィールドワー
クを実施している。現時点で、高知県高知市、
山口県岩国市でのフィールドワークは終了
している。この 2ヶ所の調査結果に関しては、
現在、合意形成に至るプロセスを中心に分析
を行っているところである。 
(4)2011 年度、沖縄県うるま市上江洲自治会
の全戸を対象に、地域生活環境に関する定量
調査を実施する。具体的な実施期間は 2011
年６月で、現在、調査実施に向けた最終調整
を行っているところである。この調査結果に
ついては、過去に実施されている全国規模の
社会関係資本に関する調査結果との比較を
行う予定である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）2010 年度までにフィールドワーク
を終え、2011 年度は、これまでの調査結果か
ら理論の精緻化を図る予定であったが、途中、
フィールドワークが難航したこともあり、現
在も継続して調査を実施している。しかし、
上半期には調査を終える目処が立っており、
その後はこれまでの成果をまとめる予定で
ある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は、これまでに実施した調査から得ら

れたデータを理論化する予定である。さらに、
今年度前半は、継続してフィールドワークを
行い、地域側の要因を明らかにするための補
完調査として、地域住民を対象としたアンケ
ート調査を実施する。また、この 4 年間の成



果を博士論文として執筆する予定である。   
     

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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当該研究テーマに基づき発言した。 

③2011 年 2 月、奈良市精神障害者家族会に

て、当該研究テーマに沿って講演を行った。 

④2011 年 3 月、全国精神障害者地域生活支

援協議会ブロック研修にて、「地域における

事業所の役割 ～施設コンフリクトを超えて

～」のテーマに基づき講演を行った。 

⑤2011 年 3 月、毎日新聞より、施設コンフ

リクトの実態に関する全国調査に関し、取材

を受けた。 

  
 
 


